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検討委員会（平成28年12月14日開催）でのワークショップの様子

　教育委員会では、平成23年３月に「遊佐町教育振興基本計画」を策定し、遊佐町の教育目標である
「心豊かなたくましい町民の育成」をもとに基本施策を定め、計画的に推進してきました。
　このほど、国や県の計画を参酌（注１）しつつ、昨年度策定された「第８次遊佐町振興計画」をふまえ、
第２次遊佐町教育振興基本計画検討委員会（委員長：中原浩子東北公益文科大学特任講師）や総合教
育会議での協議を通し、「第２次遊佐町教育振興基本計画」を策定しました。
　この計画は、2018（平成30）年度から2027年度までの10年間の本町の教育が向かうべき方向を
明らかにし、コミュニティ・スクールの推進等の基本施策と具体的施策を設定しています。この計画
に基づき、年次ごとに施策を推進していきます。

確かな学力・生涯学習

人格形成・キャリアアップ

つながり（自然と地域と世界と）

公益の心（持続可能なまちづくり）

…

…

…

…

＜地域＞に支えられ大人の背中を見ながら、
　　　　　 志をもって「まなぶ」子どもたち
　  ◦ 生命を慈しみ思いやりのある子
　  ◦ 夢をもちたくましく生きる子
　  ◦ 進んで学び深く考える子
　  ◦ ふるさとに学び未来につなぐ子

計画の詳しい内容は、遊佐町役場HPからご覧いただけます。
●問／教育課総務学事係　☎72–5891

を策定しました

ふるさとを愛し、未来を拓く「いのち」輝く町民の育成

子どもたちに夢を

第２次遊佐町教育振興基本計画

基本目標

学び

自立

共生

貢献

はぐくむ子ども像めざす人間像
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【
　
　
　
】

佐
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
P
T
A

や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
と
学
校
の
連
携
を
大
事
に
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
学
校
教
育
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。後

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

更
に
進
め
、
保
護
者
や
地
域
の
学

校
運
営
へ
の
参
画
の
機
会
を
生
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
主
体
的
に
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

制
度
を
導
入
し
、
地
域
の
関
係
者
か
ら
な

る
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
、
情

報
や
課
題
を
共
有
し
、
教
育
目
標
や
め
ざ

す
べ
き
子
ど
も
像
、
学
校
経
営
の
方
向
性

等
に
つ
い
て
熟
議
（
注
２
）
を
行
い
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
体
制
を
構
築

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
共
通
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
た
学
校

運
営
を
展
開
し
、
社
会
全
体
の
教
育
力
の

向
上
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
元
気
な
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

利
本
荘
市
へ
の
先
進
地
視
察
や
、

岐
阜
県
で
の
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
研
究
大
会
に
参
加
し
た
り
、
文

部
科
学
省
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推

進
員
を
招
い
て
の
講
演
会
を
実
施
し
た
り

す
る
な
ど
し
て
設
立
準
備
を
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
２９
年
９
月
12
日
、
遊
佐
小
学
校

（
遠
田
裕
子
校
長
）
で
は
第
１
回
目
の
学

校
運
営
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
庄
内
地
区

で
は
初
め
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

の
導
入
と
な
り
ま
し
た
。

の
際
の
熟
議
で
は
、「
こ
ん
な
遊

佐
っ
子
に
育
て
た
い
」
を
テ
ー
マ

に
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、「
遊
佐
を
誇
り

に
思
い
、
そ
れ
を
自
信
に
す
る
子
」
、

「
自
分
が
好
き
で
友
だ
ち
を
大
切
に
で
き

る
子
」
等
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
「
そ
の
た
め
に
大
人
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
議
論
し
、

「
よ
り
よ
い
家
族
に
な
る
」
、「
食
を
通
し

て
感
謝
、
親
の
苦
労
・
期
待
を
伝
え
る
」
、

「
町
の
行
事
に
親
子
で
参
加
す
る
」
等
の

意
見
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

体
助
言
者
の
東
北
公
益
文
科
大
学

武
田
真
理
子
教
授
か
ら
は
、「
地

域
・
学
校
・
家
庭
（
保
護
者
）
が
め
ざ
す

目
標
を
確
認
し
、
共
有
す
る
こ
と
は
大
事

で
す
。
三
者
が
連
携
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
明
確
に
し
て
日
々
実
践
す
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。」
と
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

成
30
年
度
よ
り
、

町
内
の
全
小
・

中
学
校
で
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
、
参
加

と
協
働
に
よ
る
学
校
運

営
を
推
進
し
ま
す
。

第１回遊佐小学校学校運営協議会  平成29年9月12日開催

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、

学
校
と
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
学

校
運
営
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
で
、
三
者
が
協
働
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
、

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」を
進
め
る「
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
い
た
仕
組
み
で
す
。
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
設
置
が
努
力
義

務
と
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル

（
学
校
運
営
協
議
会
）と
は

地域全体で子どもと大人が育つ

コミュニティ・スクールの推進

遊

こ全平

今由

（
注
１
）
他
の
も
の
を
参
考
に
し
て
長
所

　
　
　
　

を
取
り
入
れ
る
こ
と
。

（
注
２
）
十
分
に
議
論
を
つ
く
す
こ
と
。
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下水道使用料
1億5,143万円

20.6%

その他  
（登録手数料他）

64万円
0.1%

下水道使用料
2,074万円

22.1%

地方債利息
1,543万円

17.2%

一般会計繰入金
3億6,500万円

49.7%
地方債

1億1,740万円
16.0%

国庫補助金
9,150万円

12.4%

受益者負担金
877万円

1.2%

地方債利息
1億1,310万円

15.4%

営業費用
（維持管理費等）

8,762万円
12.0%

建設改良費
2億2,658万円

30.9%

地方債償還金
3億532万円

41.7%

営業費用
（維持管理費等）

2,789万円
31.0%

一般会計繰入金
7,300万円

77.9%

地方債償還金
4,648万円

51.8%

● 

下
水
道
事
業
の
会
計
に
つ
い
て

　

遊
佐
町
の
下
水
道
事
業
は
、
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
と
地
域
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
の
２
つ
の
会
計
で
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
遊

佐
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
流
入
す
る
区
域
の
皆

さ
ん
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
使
用
料

や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
財
源
と
し

て
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
や
地
方

債
の
償
還
（
返
済
）
を
、
国
の
補
助
金
や

受
益
者
負
担
金
、
地
方
債
を
財
源
と
し
て

下
水
道
施
設
の
建
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で
は
、

豊
岡
、
直
世
、
杉
沢
、
藤
井
の
４
つ
の
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
と
、
比
子
簡
易
排

水
処
理
施
設
に
流
入
す
る
区
域
の
皆
さ
ん

か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
使
用
料
と
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
財
源
と
し
て
、

５
つ
の
処
理
施
設
の
維
持
管
理
や
地
方
債

を
償
還
し
て
い
ま
す
。

● 

下
水
道
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

昨
年
度
、
鹿
野
沢
集
落
の
整
備
が
完
了

し
、
平
成
29
年
度
は
上
蕨
岡
集
落
と
大
蕨

岡
集
落
の
整
備
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
３

月
末
に
は
供
用
開
始
す
る
予
定
で
す
。
平

成
30
年
度
は
、
上
蕨
岡
・
水
上
集
落
の
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

● 

地
方
債
残
高
の
推
移

　

公
共
下
水
道
会
計
の
地
方
債
残
高
は
平

成
19
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
が
、
建

設
改
良
な
ど
の
投
資
的
経
費
を
抑
制
し
、

計
画
的
に
地
方
債
残
高
の
減
少
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
計
画
的
な
地
方
債
の
借

入
れ
と
、
償
還
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

● 

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
の
利
用
可
能
な
区
域
に
住
ん
で

い
る
人
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
額
の
費
用
を
か
け

て
整
備
し
て
も
、
皆
さ
ん
か
ら
下
水
道
に

接
続
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
施
設
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
供
用

開
始
さ
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
一
日
も

早
く
下
水
道
へ
接
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
／
地
域
生
活
課
下
水
道
係

　
　
　

☎
72
－
５
８
９
４

平成2８年度  下水道事業の会計決算状況
公共下水道事業

地域集落排水事業

地方債残高の推移

平成23年
公共下水道事業 地域集落排水事業

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（百万円）

平成24年

785

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

737 688 639 591 544

5,892 5,712 5,571 5,388 5,238 5,050

収入  7億3,474万円

収入  9,374万円

支出  7億3,262万円

支出  8,980万円
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健全な水循環の保全が必要
　 町はその重要性を訴えています

【 第１回口頭弁論（平成29年４月25日） 】
　原告である川越工業㈱からの訴状陳述に対して、被告である町が争う旨の答弁書を陳述。
　（訴状の概要については、平成29年５月１日号をご覧ください。）

【 第２回口頭弁論（平成29年６月27日） 】
　町が係争の意向を示し、訴状に対する認否および反論の準備書面を陳述。
　⃝町条例制定の経緯と適法性　⃝地下水脈を損傷する具体的危険性　⃝公有地化の協議
　⃝本件行政処分の適法性　⃝損失補償の要否　⃝原告への求釈明　⃝原告の法令違反

【 第３回口頭弁論（平成29年９月12日） 】
　町の準備書面や証拠書類に対して、会社側が認否および反論の準備書面を陳述。
　⃝地下水脈を損傷する具体的危険性に対する反論　⃝被告の調査に対する反論
　⃝公有地化の協議　⃝町条例の違法性　⃝本件行政処分の違法性　⃝損失補償の要否
　⃝被告からの求釈明　⃝原告の調査および考察

【 第４回口頭弁論（平成29年12月５日） 】
　会社側の準備書面や証拠書類に対して、町が認否および反論の準備書面を陳述。
　⃝町条例の違法性に対する反論　⃝原告による国定公園内での操業
　⃝新たな採石事業計画の影響　⃝原告の調査および考察に対する反論

　各回の口頭弁論では、事前に原告側および被告側より主張内容等を記した準備書面の提出が
あるため、10～15分程度で閉廷しています。
　なお、第５回口頭弁論は、平成30年３月５日に予定されており、誰でも傍聴することができ
ます。
　また、準備書面等の写しについては、役場企画課内で閲覧することができます。

●問／企画課企画係　☎72-4523

　平成28年11月に町が規制対象事業として
認定した臂曲地内における新たな岩石採取事
業計画の規制を巡っては、山形地方裁判所に
おいて川越工業㈱との間で係争中であり、提
起されて一年が経過しようとしています。
　これまで町は「遊佐町の健全な水循環を保
全するための条例」の適法性や条例運用の正
当性を主張し、町民共通の財産ともいうべき
水環境、水資源の保全の必要性を訴えてきま
した。
　法廷での口頭弁論における主張概要につい
ては、以下のとおりです。

H29.11.28区長全体研修会より
（採石場における緑化の状況確認）

裁判の状況をお知らせします
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ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ル
ノ
ク
市
派
遣
事
業

は
今
回
で
27
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
度

の
団
員
は
、
中
学
生
9
名
、
高
校
生
1
名

を
含
む
13
名
で
す
。
12
月
11
日
㈪
に
行
わ

れ
た
派
遣
団
員
任
命
式
で
は
、
町
長
が

「
例
年
は
女
子
生
徒
が
多
い
が
、
今
回
は

男
子
生
徒
が
多
い
。
国
際
交
流
は
理
屈
や

頭
で
は
な
く
、
ハ
ー
ト
が
大
事
」
と
団
員

を
激
励
。
団
員
も
「
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
」「
文
化
・
食

生
活
の
違
い
を
肌
で
感
じ
た
い
」
な
ど
の

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

1
月
13
日
㈯
か
ら
は
、
3
月
の
出
発
に

向
け
た
研
修
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
研
修

会
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
や
歴
史
・
文
化

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
日
本
文
化
や
遊
佐
町

に
つ
い
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
皆
さ
ん
に
伝

え
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

派
遣
期
間
は
3
月
21
日
㈬･㈷
～
28
日
㈬

の
8
日
間
で
す
。
団
員
は
期
間
中
ソ
ル
ノ

ク
市
役
所
を
は
じ
め
、
幼
稚
園
、
芸
術
小

学
校
な
ど
を
訪
問
す
る
ほ
か
、
3
泊
4
日

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
す
る
予
定
で
す
。

●
問
／
企
画
課
企
画
係

　
　
　

☎
72
－
4
5
2
3

区　分 番号 氏　　名 性別 勤務先・学校名

団　長 1 本宮　茂
しげ き

樹 男 副町長

中学生

2 阿部　時
ときふみ

史 男 遊佐中２年

3 阿部　佑
ゆう か

香 女 遊佐中２年

4 伊藤　　翼
つばさ

男 遊佐中２年

5 遠田　拓
たく み

海 男 遊佐中２年

6 川俣　光
こう ね

音 女 遊佐中２年

7 佐藤　明
あす く

空 男 遊佐中２年

8 佐藤　野
のみ ち

道 男 遊佐中２年

9 髙橋　乃
の あ

愛 女 遊佐中２年

10 水沼　紗
さ と

都 女 遊佐中２年

高校生 11 佐藤　亜
あ き

紀 女 酒田西高２年

一　般 12 佐藤　優
ゆうすけ

介 男 遊佐ブランド推進協議会

事務局 13 渋谷　　遥
はるか

女 町民課町民係

平成29年度  派遣団員名簿

研修にも熱心に取り組んでいます。

平成29年度  姉妹都市ハンガリー・ソルノク市派遣団員決定

「わたしたちは遊佐の国際交流親善大使」
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鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
　
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

　
　
ふ
る
さ
と
想
ひ
び
と

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る 

水
と
命
の
循
環
」

現
在
の
お
仕
事
に
つ
い
て

陸
羽
東
線
、
陸
羽
西
線
、
石
巻
線
や

仙
石
東
北
ラ
イ
ン
を
走
っ
て
い
る
車
両

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
時
か
ら
機
械
い
じ
り
が
好
き

で
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
就
職
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
自
分
の
整

備
し
た
車
両
に
乗
っ
た
お
客
さ
ま
の
笑

顔
を
見
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
鉄
道

車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕
事
に
就
き

ま
し
た
。
故
障
の
予
兆
を
見
つ
け
事
故

や
列
車
遅
延
の
原
因
と
な
る
前
に
修
繕

す
る
こ
と
で
、
鉄
道
を
利
用
す
る
お
客

さ
ま
の
日
常
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

遊
佐
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
は
2
0
1
7
年

現
在
で
43
地
域
と
な
り
、
そ
の
活
動
範

囲
は
、
34
都
道
府
県
、
74
市
、
64
町
、

21
村
、
合
計
1
5
9
市
町
村
に
及
び
ま

す
。
日
本
の
市
町
村
数
は
1
︐
7
1
8

で
す
の
で
、
そ
の
約
9
・
2
％
の
市
町

村
が
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
仲

間
と
言
え
ま
す
。
2
0
1
7
年
10
月
に

は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
全
国
大
会
が

秋
田
県
男
鹿
半
島
・
大
潟
ジ
オ
パ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
全
国

の
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
の
参
加
者
の
う
ち

38
名
が
、
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

に
足
を
延
ば
し
て
、
鳥
海
山
麓
や
飛
島

の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
堪
能
し
ま
し

た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
で
は
、
他
の

ジ
オ
パ
ー
ク
を
訪
れ
て
、
他
地
域
の
良

さ
を
知
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
わ
る

人
々
と
親
し
く
交
流
を
す
る
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
も

盛
ん
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
ガ
イ
ド

活
動
や
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
企
画
・
販
売
、

ジ
オ
に
育
ま
れ
た
食
材
で
の
商
品
開
発
、

小
学
校
や
中
学
校
の
教
材
作
り
な
ど
、

ジ
オ
パ
ー
ク
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き

る
新
し
い
活
動
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々

が
市
や
町
の
境
界
を
越
え
て
、
大
き
な

自
然
の
仕
組
み
を
科
学
的
に
理
解
し
、

来
訪
客
に
そ
の
面
白
さ
を
伝
え
、
そ
の

こ
と
で
地
域
で
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か

に
し
て
い
く
活
動
だ
と
い
え
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
全
国
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
仲
間

と
と
も
に
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

遊
佐
町
の
魅
力
は
、
豊
か
な
自
然
と

そ
れ
に
育
ま
れ
た
食
べ
物
の
お
い
し
さ

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
遊
佐
町
を
知
っ

て
い
る
職
場
の
先
輩
は
、
あ
ん
な
に
大

き
く
お
い
し
い
岩
ガ
キ
を
他
に
知
ら
な

い
と
口
を
揃
え
て
言
い
ま
す
。「
移
動

に
長
い
時
間
が
か
か
り
行
き
づ
ら
い
」

と
い
う
理
由
だ
け
で
、
遊
佐
町
の
魅
力

を
知
ら
な
い
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

遊
佐
町
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
乗
っ
て
楽
し
い
列
車
を
お
す
す

め
す
る
こ
と
で
力
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

昨
年
は
後
輩
社
員
が
入
社
し
た
こ
と

で
、
指
導
育
成
に
携
わ
る
立
場
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
私
自
身
が

果
た
す
べ
き
役
割
や
責
任
を
感
じ
、
誇

り
を
持
っ
て
業
務
に
就
い
て
い
ま
す
。

第22回
凡
事
徹
底
を

常
に
心
が
け
て
い
ま
す

JR東日本仙台支社

平成５年４月生
（菅野谷地）

本
ほ ん ま

間　瑞
み ず き

樹さん

《
第
38
回
》

ジ
オ
パ
ー
ク
の
効
果
っ
て
？

 鉄道を利用するお客さまの日常を守ります。

ジオパーク全国大会にて九十九島を見て回る参加者

宮城学院女子大学
教授

宮原　育子 氏
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月
刊
誌
「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」
2
月
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
第
6
回
日
本
「
住
み

た
い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い

て
、
遊
佐
町
が
東
北
エ
リ
ア
総
合
ラ
ン
キ

ン
グ
で
、
4
位
に
な
り
ま
し
た
！
今
回
で

3
年
連
続
ベ
ス
ト
5
位
以
内
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
自
治
体
の
支
援

策
や
移
住
者
数
、
自
然
環
境
、
子
育
て
の

し
や
す
さ
な
ど
1
9
4
項
目
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
り
選
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

 

住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ

　
遊
佐
町
が
東
北
エ
リ
ア
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
３
年
連
続
５
位
以
内
に

平成29年度「里の名水・
やまがた百選」に選定されました

受賞おめでとうございます
平成29年度経済産業省大臣官房審議官 感謝状

◎「
小
さ
な
ま
ち
」
グ
ル
ー
プ
で
は

　

 

東
北
３
位
！

　

今
年
6
7
1
の
自
治
体
が
参
加
し
た
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
、
人
口
１０
万
人
以
上
の

「
大
き
な
町
」
と
１０
万
人
未
満
の
「
小
さ

な
町
」
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ

ま
し
た
。
遊
佐
町
は
人
口
10
万
人
未
満
の

「
小
さ
な
ま
ち
」
の
グ
ル
ー
プ
に
エ
ン
ト

リ
ー
さ
れ
、
5
6
5
自
治
体
の
う
ち
、
全

国
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
28
位
。
東
北
エ

リ
ア
で
は
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
平
成
28
年
度
の
移
住
者
数
は
22

組
60
人
。
平
成
29
年
度
は
16
組
35
人
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
若
者
世
代
や
子
育
て
世

代
が
住
み
た
い
田
舎
と
し
て
、
上
位
に
な

る
よ
う
支
援
を
充
実
さ
せ
、
移
住
さ
れ
た

方
も
町
民
も
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
な
支

援
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
問
／
企
画
課
定
住
促
進
係

　
　
　

☎
28
－
8
2
5
7

※
株
式
会
社
宝
島
社
『
田
舎
暮
ら
し
の
本
』

　

２
０
１
８
年
２
月
号

各保存団体の代表が町長に選定の報告に訪れました。

構造統計調査に対する多年の功績が認められました。

　「里の名水・やまがた百選」は優れた湧き
水を名水と位置付け、水資源保全や観光振興
などにつなげるため山形県が選定を行うもの
です。今年度新たに本町の丸池様、牛渡川、
滝の水、釜磯海岸の計４カ所が選定され、各
保存団体の代表者が選定書の交付を受けまし
た。平成27年度に選定された胴腹滝等を合わ
せると町内では７カ所選定されています。

　11月30日㈭、山形テルサで第44回山形県統計
大会が行われ、小澤徹さん（横町二）に経済産
業省大臣官房審議官感謝状が贈られました。小
澤さんは、経済活動や工業の実態を明らかにす
るために経済産業省が主管する構造統計調査
（経済センサス、工業統計調査等）に長年従事。
多年に渡る功績が認められ、今回の受賞となり
ました。おめでとうございます。

まち
の

話題

この表紙が
目印です

※
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１２
月
９
日
㈯
町
民
体
育
館
に

て
、
遊
佐
町
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

文
化
ク
ラ
ブ
「
遊ゆ

ず’s
」
に
よ
る

「
遊
’s
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、

軟
ら
か
い
専
用
の
ボ
ー
ル
使
用

し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
内

で
行
う
誰
で
も
楽
し
め
る
４
人

制
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
町
内
外

か
ら
男
女
混
合
の
８
チ
ー
ム
39

名
が
参
加
し
、
爽
や
か
な
汗
を

か
き
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　
遊
佐
高
等
学
校
創
立
９０
周
年
記
念
事
業

総
合
学
科
で
学
ん
だ
こ
と

  

熱
戦
！
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」

フォト
  トピックス

Photo
Topics

　１月９日㈫、蕨岡地区の無火災千日達成表彰が
行われ、酒田地区広域行政組合消防本部と町よ
り表彰状が蕨岡まちづくり協会と消防団第２分
団に授与されました。蕨岡地区は平成27年４月
12日から無火災で、１月６日に千日を達成。地域
防災活動の取り組みが評価されました。

　１月７日㈰、遊佐町消防出初式が行われました。
式では分列行進やはしご乗り演技が披露され、１
年の無火災を祈念しました。

　１月６日㈯、農業者トレーニングセンターで和
道会遊佐支部の空手初稽古が行われました。幼
稚園・保育園の年中組から一般まで29名が集ま
り、新年の澄んだ空気の中で汗を流しました。

地域に根付いた学習内容は総合学科ならでは

華麗なブロックが炸さく裂！

※本事業はスポーツ振興
くじ助成金を受けて実
施しています。

　

１２
月
15
日
㈮
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
で
遊
佐
高
等
学
校
90
周
年
記
念
事
業

「
生
ま
れ
変
わ
る
遊
佐
高
校
～
総
合
学
科

で
の
学
び
～
」
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
各
年
次
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
共
存
の
森
事
業
や
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
の
生

態
、
遊
佐
町
カ
ル
タ
・
紙
芝
居
を
使
っ
た

取
り
組
み
な
ど
、
総
合
学
科
な
ら
で
は
の

地
域
と
つ
な
が
り
の
あ
る
学
習
内
容
を
発

表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
か
ら
21
日
㈭

に
か
け
て
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
で
は
、

総
合
学
科
の
学
び
の
成
果
と
な
る
作
品
や

研
究
発
表
の
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

蕨岡地区無火災千日達成

防災の意識新たに火の用心

１年の飛躍を祈願して
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怠
け
心
を
諌
め
る

小
正
月
行
事「
ア
マハ
ゲ
」

　

１
月
１
日
㈪･㈷
～
６
日
㈯
に
か
け
て
、

吹
浦
の
滝
ノ
浦
、
女
鹿
、
鳥
崎
の
各
集

落
で
遊
佐
の
小
正
月
行
事
「
ア
マ
ハ
ゲ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
マ
ハ
ゲ
は
、
平

成
11
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
民
俗
行
事
。
鬼

の
面
と
わ
ら
で
で
き
た
ケ
ン
ダ
ン
を
ま

と
っ
た
ア
マ
ハ
ゲ
が
各
戸
を
回
り
、
怠

け
心
を
い
さ
め
、
五
穀
豊
穣
、
無
病
息

災
を
祈
願
し
ま
す
。
ア
マ
ハ
ゲ
は
、
秋

田
県
の
「
ナ
マ
ハ
ゲ
」
と
共
に
「
来
訪

神
行
事
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
の
登
録
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

思
い
や
り
を
お
届
け
し
ま
す

　

…
遊
佐
中
学
生
に
よ
る
心
も
ち
運
動

　

12
月
21
日
㈭
、
遊
佐
中
学
生
が
町
内

の
福
祉
施
設
に
お
餅
を
届
け
る
「
心
も

ち
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
祉
施

設
で
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
良
い
新
年

を
迎
え
て
も
ら
お
う
と
、
生
徒
た
ち
が

お
餅
や
千
羽
鶴
を
届
け
、
併
せ
て
踊
り

や
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
日
届

け
ら
れ
た
お
餅
は
、
先
立
っ
て
12
月
11

日
㈪
に
生
徒
会
執
行
部
が
行
っ
た
街
頭

募
金
活
動
な
ど
の
歳
末
助
け
合
い
運
動

に
よ
る
も
の
。
皆
さ
ん
の
思
い
や
り
の

遊
佐
駅「
米
～
ち
ゃ
ん
」ベ
ン
チ

設
置
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

　

１２
月
18
日
㈪
、
遊
佐
駅
で
「
米
～
ち

ゃ
ん
」
ベ
ン
チ
設
置
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
遊
佐
駅

構
内
に
設
置
さ
れ
た
「
米
～
ち
ゃ
ん
」

ベ
ン
チ
の
前
で
、
少
年
町
長
の
森
谷
龍

大
さ
ん
、
時
田
町
長
、
安
部
則
秋
羽
後

本
荘
駅
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
第
15
期
少
年

議
会
が
「
電
車
の
待
ち
時
間
を
過
ご
す

場
所
が
無
い
」
と
い
う
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
取
り
組
ん
だ
提
言
政
策
。

「
米
～
ち
ゃ
ん
」
ベ
ン
チ
は
遊
佐
駅
の
他
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
、
エ
ル
パ
に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

「西遊佐まちづくり計画 ～ひらけゆく西遊佐～」
　みんなが生きやすい地域をめざして、平成27年に西遊佐まちづくり計画を策定しました。新企画だけで
なく既存の事業を広げていくことで「ひらけゆく西遊佐」をめざして活動してきました。新しいまちづく
りセンターを拠点にした今年度の活動を振り返ってみましょう。

●問／西遊佐地区まちづくりの会　☎75-3822

畑名人の指導で藤崎保育
園児や藤崎小学校児童と
芋苗植え。

夏フェスタ。キッチンカ
ー・カレー屋の出店、ク
ラフトマーケット開催。

敬老会で新区長を土俵入
りで紹介。出席者から拍
手喝采。

困っている高齢者を支援す
る地域支え合い活動｢エプ
ロンサービス｣開始

門松つくりの先生の指導
で住民と子ども達がミニ
門松作り。

ふれあい祭りでカラオケ
大会。抽選会も参加者多
数で今年も祭りは大盛況。

西遊佐

おたより大募集！
日頃感じていることや心温まるエピソード、広報の感想など、
あなたの声をお寄せください！ご投稿は投書ハガキでどうぞ。
●問／企画課企画係　☎72-4523

まち協インフォメーション

まちかど

読者の広場

Town Voice

ホット
ライン

遊佐駅をよく利用する、生徒ならではの
視点で取り組まれました。

サンタに扮した生徒たちによるパフォーマンス
が披露されました。

滝ノ浦地区の「アマハゲ」は、他地区と違い声を発しません。
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で
、「
遊
佐
刺
し
子
に
遊
ぶ
」「
続
・
遊

佐
刺
し
子
に
遊
ぶ
」
に
続
く
第
３
弾
。

地
域
の
知
的
財
産
で
あ
る
遊
佐
刺
し
子

を
保
存
し
て
い
き
た
い
、
と
い
う
想
い

で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
書
籍
は
町
内
の

小
学
校
や
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
町
内

の
書
店
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

心
が
、
生
徒
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
福
祉

施
設
の
利
用
者
の
方
々
に
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

新
し
い
ナ
デ
ぼ
う
き
で
新
年
の
準
備
！

藤
崎
小
学
校
５
年
生
が
ナ
デ
ぼ
う
き
作
り
に
挑
戦

　

12
月
20
日
㈬
、
藤
崎
小
学
校
５
年
生

が
ナ
デ
ぼ
う
き
作
り
の
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
授
業
は
、
田
植
え
を

体
験
す
る
「
い
な
ほ
学
園
」
の
活
動
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
秋
に
刈
り
取
っ
た
わ
ら
を
使

い
、
地
域
の
方
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
ナ

デ
ぼ
う
き
作
り
に
挑
戦
。
慣
れ
な
い〝
縄

な
い
〟
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
楽
し
く

自
分
の
ナ
デ
ぼ
う
き
を
作
り
ま
し
た
。

 

遊
佐
刺
し
子
の
集
大
成

　

こ
の
度
、
遊
佐
刺
し
子
に
つ
い
て
ま

と
め
た
本
「
遊
佐
刺
し
子
に
遊
ぶ
」
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
は
「
遊
佐

刺
し
子
と
そ
の
歴
史
」
研
究
会（
代
表
：

佐
藤
い
づ
み
さ
ん
）
が
発
行
す
る
書
籍

集落支援員だより

Yuza Town Hotline

　昨年末、NPOいなか暮らし遊佐応援団主催の移住者交流会「冬支
度の会」が開催されました。
　遊佐町の冬を初めて迎える人たちは、心配なことだらけ…こたつに
入っておやつを食べながら、冬の暮らしのヒントを紹介しました。こ
たつにホース、窓に養生シート、水道の凍結防止など、長年住んでい
る人にも大変参考になる会でした。
　知らないことがたくさん聞けて良かった！色んな人と知り合えた！
と感想をいただきました。今後も生活に役立ち、また出会いの場とし
ての交流会にしていきたいと考えています。

■ 一言／
　遊佐ブランド推進協議会に勤めています。
私の仕事は、主にセミナーの企画運営、周知
活動を担当しています。例えば、広報に折り
込まれるセミナーのチラシは、大体私が作っ
ています。参加者の方から感謝の言葉をいた
だけると、とても励みになります！
　趣味は旅行で、昨年は青森県下北半島を車
で一周してきました。その土地ならではの文
化や風習にとても興味があって、雰囲気や食
事、地酒などを楽しんでいます。現地民との
交流も楽しみの一つ。道行く人や居酒屋の
店主に、現地の人しか知らないようなお話を
聞いたりもしています。次に行くなら北海道
か沖縄、国外ならエジプトに行ってみたいと
考えています。
　好みのタイプは落ち着いている方。一緒に
旅行に行ってみたいです。
■ 町への要望／
　民間企業が、もっと元気になるようなまち
づくりをしてほしいです。

 座右の銘は「明日は明日の風が吹く」

佐藤 優介さん（中吉出）
Yusuke Sato

昭和61年生まれ

こたつで温まりながら、冬の生活の知恵を共有します。

初めての冬に備えよう！

集落支援員　渋谷一行、佐藤正子　☎72-3981　FAX28-8455（集落支援員事務所：Ａコープゆざ店２階）

先人から受け継いできた、遊佐刺し子
の魅力が詰まった一冊です。

わらを手の中で編んでいく “縄ない” はまるで魔法
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